
海岸林管理と
地域・企業のかかわりの現状

2016 年

◆ 話題提供 ◆

ミニシンポジウム

専修大学
神田キャンパス

7 号館 3F
731 教室 

お問い合わせ︓
 岡田 穣（専修大学商学部）
  ︓okada@isc.senshu-u.ac.jp
  ︓044-911-1086

◆ 会場内質疑・討論 ◆

◆ 進行︓岡田 穣 氏
               （専修大学商学部准教授）

◆      参加費無料     ◆
◆ 事前申し込み不要 ◆

学会員、研究員以外の
参加歓迎︕

水道橋駅（JR 線）
  西口より徒歩 7 分

九段下駅
（東西線、都営新宿線、半蔵門線）

  出口 5 より徒歩 3 分
神保町駅

（都営三田線、新宿線、半蔵門線）
  出口 A2 より徒歩 3 分

海岸部に成立する海岸林は継続的な
管理によって多面的機能を効果的に
発揮するものであり，その恩恵を受
けることで人間と森林が共生してい
ます。その海岸林を継続的に管理す
るにあたり，海岸林を社会的共通資
本（地域の共有財産）とみなし，多
くの社会的立場の人々や組織が海岸
林の管理に携わることが不可欠です。
本シンポジウムでは協働する社会的
立場の一つである企業に着目し，現
在企業が管理活動にどのように関わ
っているかの現状について話題提供
して頂き，それを基として今後の海
岸林管理における企業参画の可能性
や課題等につきまして，会場の皆様
と議論したいと考えております。

日本海岸林学会・専修大学商学研究所
共同開催 ７ 62月 日（火）

17:30 ～ 19:30

・ 海岸林管理とリゾートとの共生
   ～宮崎県一ッ葉海岸林の事例～
   

・ 日本国内の海岸林の現状
    ～ 東日本大震災以降の海岸林との共生～

・ 地域と企業との協働による海岸林管理活動の現状
    ～佐賀県虹の松原における再生・保全活動の事例～

・ 地域と企業の協働による海岸林を活用した
    商品開発と再生保全活動への還元
   ～虹の松原を守る、育てる、潤すプロジェクト～
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